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○内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【見えないものが見える 

－相手を知って感染対策スキルアップ－】 
日 程: 2015年 9月 13日（日） 13時‐16時 

受講者数:17名 

会 場： 

講 師: 

 ＷＨＯが「患者安全」について最初に取り組んだのが院内感染防止である。身体にはどのような微生物

がいるのか、何をしているか、どう移動するのか、実際の姿は等、正しく対処するために、まずは相手

について知ることが重要である。染色の演習では口腔内の微生物を実際に見てみる。 

１．標準予防策と院内感染で問題となる微生物の特徴と身体常在菌の分布（講師：池原弘展 先生） 

WHOの手指衛生ガイドラインを中心とした感染予防に関する講義が行われた。 

２．口腔内細菌のグラム染色と光学顕微鏡による観察（講師：池原弘展 先生） 

参加者自身の口腔内から細菌を採取し、染色後に光学顕微鏡を用いて観察を行った。 

３．感染学的視点からケアを考える －がん患者の口腔機能管理について－（講師：中野宏恵 先生） 

がん患者の化学療法や放射線療法の副作用である口腔粘膜炎のケアを例に挙げて、感染学的観点に

よる口腔ケアの効果についての講義が行われた。 

４．細菌カウンターを用いた細菌数の計測（講師：中野宏恵 先生） 

様々な口腔ケアの実施後に細菌数が減少するかどうかについて、参加者自身の口腔内細菌数を測定

して検証を行った。 

５．感染看護について困っていることの Q＆A（講師：池原弘展先生、中野宏恵 先生） 

感染や口腔ケアについての質疑応答を行った。 

   

 

 


